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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
の
た
め
の

    

実
験
を
行
い
ま
す

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
の
た
め
の

    
実
験
を
行
い
ま
す

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
は

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
は

４
月
１
日
現
在
で
課
税

４
月
１
日
現
在
で
課
税

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
は

４
月
１
日
現
在
で
課
税

災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

廃
車
等
の
手
続
き
は
お
早
め
に

廃
車
等
の
手
続
き
は
お
早
め
に

廃
車
等
の
手
続
き
は
お
早
め
に

ごはん・お米とわたしごはん・お米とわたし
作文・図画コンクール作文・図画コンクール

で

内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞
を受賞受賞

ごはん・お米とわたし
作文・図画コンクール

で

内閣総理大臣賞
を受賞

社会を明るくする運動社会を明るくする運動
作文コンテストで作文コンテストで

市内のお市内のお2人が人が
入選しました入選しました

社会を明るくする運動
作文コンテストで

市内のお2人が
入選しました

赤ちゃちゃんにんに
会いたい会いたい
赤ちゃんに
会いたい

健康
　メモ
（町田市医師会）

1
防
災
安
全
課

☎
７
２
４
・
２
１
０
７

施設案内予約システム施設案内予約システムの
対象施設が広がります対象施設が広がります
施設案内予約システムの
対象施設が広がります

災害時 災害時

　2月26日（金）から下記の施設が施設案内予
約システムの対象となり、インターネット等から
施設の「空き状況の確認」ができるようになり
ます。
町田市フォトサロン（1736･8281）
国際版画美術館（1726･2771）
健康福祉会館（1725･5471）
わくわくプラザ町田（1723･2180）
町田市文化交流センター（1710･6611）
野津田公園多目的広場（1735･4511）

　また、野津田公園多目的広場と健康福祉会館
は、インターネット等からの「抽選・予約」も可能
になります。
　野津田公園多目的広場の「抽選・予約」は2
月26日（金）から、健康福祉会館の「抽選・予約」
は3月1日（月）からそれぞれ可能となります。ぜ
ひご利用下さい。
※野津田公園多目的広場と健康福祉会館はシ
ステムの導入に伴い施設の抽選・予約・利用の
ルール等に変更があります。詳細は各施設にご
確認下さい。

1市民協働推進課1723･2892

　
市
で
は
現
在
、
一
般
廃
棄
物
資

源
化
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
審
議

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
今
後
１０
年
間
の
町
田
市
の
ご

み
処
理
の
あ
り
方
や
目
標
値
を
示

す
も
の
で
す
。

　
市
内
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
年

間
約
１
万
５
０
０
０
ト
ン
も
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
＝
約
１
万
２
０
０
０
ト

ン
、
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
＝
約
３

０
０
０
ト
ン
）
を
、
い
か
に
資
源

化
す
る
か
が
大
き
な
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
「
安
全
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
資
源
化
す
る
方
法
」
を
探
る

た
め
、
３
月
か
ら
５
月
ま
で
実
験

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
約
１
０
０
０
世
帯
を
対
象

に
、
家
庭
で
の
分
別
・
保
管
、
市

に
よ
る
収
集
・
運
搬
等
を
実
際
に

行
う
も
の
で
す
。
実
験
終
了
後
、

資
源
化
の
方
法
に
つ
い
て
審
議
会

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

対
象
地
区
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会

を
別
途
実
施
し
て
い
ま
す
。

1
環
境
総
務
課
1
７
９
７
・
７
１

１
２

　
成
瀬
台
中
学
校
１
年
の
後
藤
聖

茂
さ
ん
が
、
Ｊ
Ａ
主
催
の
「
ご
は

ん
・
お
米
と
わ
た
し
作
文
・
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
」
図
画
部
門
で
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
食
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
約
８
万
３
０
０
０

点
が
応
募
さ
れ
、
後
藤
さ
ん
の
図

画
作
品
は
東
京
都
で
初
め
て
の
内

閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
で
し
た
。

　
１
月
２０
日
に
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
後
藤
さ
ん
は
、
受
賞
に
驚
い

た
こ
と
や
絵
を
描
い
た
時
に
ど
の

よ
う
な
思
い
だ
っ
た
か
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
市
で
は
地
震
等
の
大
規
模
な
災

害
発
生
時
に
、
被
災
者
の
救
済
、

応
急
復
旧
活
動
な
ど
で
様
々
な
団

体
と
協
力
し
、
応
援
要
員
の
派
遣

や
不
足
物
資
の
調
達
が
で
き
る
よ

う
災
害
時
協
力
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
市
内
の
事
業
者
団
体
で

あ
る
「
町
田
電
設
工
業
協
会
」
及

び
「
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
町

田
支
部
」
と
そ
れ
ぞ
れ
協
定
を
締

結
し
、
１
月
２７
日
に
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
電
気
工
事
業
を
営
む
事

業
者
の
団
体
「
町
田
電
設
工
業
協

会
」
と
は
「
災
害
時
に
お
け
る
避

難
場
所
等
の
応
急
対
策
業
務
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
災
害
時

に
開
設
さ
れ
た
避
難
所
等
の
照
明

等
の
電
気
設
備
が
損
壊
し
た
場
合

に
、
そ
の
応
急
措
置
及
び
障
害
物

の
除
去
を
迅
速
に
行
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
業
に
従
事
す
る
方

を
組
合
員
と
す
る
「
東
京
土
建
一

般
労
働
組
合
町
田
支
部
」
と
「
災

害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
倒
壊

建
物
な
ど
か
ら
の
救
助
救
出
活
動

及
び
重
機
類
・
電
動
工
具
等
の
資

機
材
の
提
供
、
避
難
施
設
及
び
市

施
設
の
応
急
修
繕
、

応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
な
ど
で
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
運
動
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

東
京
都
推
進
委
員
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
「
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

今
回
も
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
都
内
の
応
募
総
数
５
４
３
９
点

の
中
か
ら
、
１
月
５
日
に
次
の
作

品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
佳
作
】
相
澤
朋
佳
さ
ん
（
本
町

田
東
小
６
年
）
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
社
会
」
、
宮
澤
友
里
さ
ん

（
鶴
川
第
二
中
３
年
）
「
た
っ
た

の
一
言
で
で
き
る
事
」

1
福
祉
総
務
課
1
７
２
４
・
２
５

３
７
、
薨
７
２
４
・
１
１
８
７

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
、
町
田
市
内
に
定
置
場
（
使
用

し
な
い
時
に
主
に
駐
車
す
る
場

所
）
が
あ
る
軽
自
動
車
等
を
所
有

し
て
い
る
方
に
課
税
し
ま
す
。

　
次
の
①
〜
⑥
に
該
当
す
る
方

は
、
登
録
、
廃
車
、
名
義
変
更
等

の
手
続
き
を
３
月
末
ま
で
に
行
っ

て
下
さ
い
。

①
町
田
市
に
転
入
し
、
前
住
所
地

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
た

バ
イ
ク
等
を
お
持
ち
の
方

②
町
田
市
外
に
転
出
す
る
方
で
バ

イ
ク
等
を
お
持
ち
の
方

③
故
障
等
で
バ
イ
ク
等
を
廃
棄
処

分
し
現
在
所
有
し
て
い
な
い
が
、

ま
だ
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方④
バ
イ
ク
等
が
盗
難
に
あ
っ
た
方

⑤
人
か
ら
バ
イ
ク
等
を
譲
り
受

け
、
ま
だ
名
義
変
更
を
し
て
い
な

い
方

⑥
バ
イ
ク
等
を
他
人
に
譲
り
、
譲

り
受
け
人
と
連
絡
不
能
の
た
め
、

名
義
変
更
さ
れ
ず
、
課
税
さ
れ
て

い
る
方

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
先
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
各
窓
口
と
も
３
月
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
。
手
続
き
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

○
１
２
５
cc
以
下
の
原
付
バ
イ
ク

と
小
型
特
殊
自
動
車
＝
町
田
市
市

民
税
課
1
７
２
４
・
２
１
１
３
、

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
1
７
９
１
・

２
８
０
２
、
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

1
７
３
５
・
５
７
０
４
（
い
ず
れ

も
日
曜
開
庁
日
は
取
り
扱
い
ま
せ

ん
。
）

○
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク
＝

多
摩
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
1

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
３
３

○
軽
三
輪
・
軽
四
輪
自
動
車
＝
軽

自
動
車
検
査
協
会
多
摩
支
所
1
０

４
２
・
５
２
５
・
４
３
６
０

　
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク
及

び
軽
四
輪
等
は
、
名
義
変
更
や
廃

車
手
続
き
の
ほ
か
に
、
税
申
告
の

手
続
き
も
必
要
で
す
。
例
年
、
名

義
変
更
、
ま
た
は
廃
車
手
続
き
が

４
月
１
日
以
前
に
済
ん
で
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
税
申
告
の
手
続

き
が
な
さ
れ
な
い
た
め
に
、
誤
っ

て
納
税
通
知
書
が
発
送
さ
れ
る
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
お
手
数
で
す
が
市
民
税
課
で
課

税
の
有
無
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
不
妊
症
と
は
妊
娠
を
望
む
男
女

が
、
２
年
以
上
性
生
活
を
行
っ
て

も
妊
娠
し
な
い
状
態
を
い
い
ま

す
。
通
常
９０
%
の
カ
ッ
プ
ル
が
２

年
以
内
に
妊
娠
し
ま
す
。
不
妊
症

の
原
因
も
様
々
で
あ
り
、
原
因
不

明
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近

で
は
男
性
側
が
原
因
で
あ
る
こ
と

も
多
く
、
約
２
分
の
１
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
結
婚
年
齢
も

上
昇
し
て
お
り
、
女
性
の
卵
子
の

数
や
質
の
低
下
も
重
要
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
に
至
る
に
は
、
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
卵
巣
に
あ
る
卵
子
が
成

熟
す
る
と
排
卵
さ
れ
、
卵
子
は
卵

管
内
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た

腟
内
に
射
精
さ
れ
た
精
子
は
子
宮

頚
管
か
ら
子
宮
腔
、
卵
管
内
に
進

入
し
卵
子
と
遭
遇
し
受
精
が
成
立

し
ま
す
。
し
か
し
受
精
へ
と
至
る

確
率
は
決
し
て
高
く
は
な
い
も
の

で
す
。

　
自
然
妊
娠
が
可
能
で
も
な
ん
ら

か
の
理
由
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
妊

娠
し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
妊
娠

を
妨
げ
る
明
確
な
原
因
が
あ
っ
て

自
然
妊
娠
が
不
可
能
な
ケ
ー
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
排
卵
・
受
精
・

着
床
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
異
常

や
障
が
い
が
あ
れ
ば
妊
娠
は
難
し

く
な
り
ま
す
。
不
妊
症
は
こ
れ
ら

の
異
常
の
１
つ
ま
た
は
複
数
が
相

互
に
関
係
す
る
た
め
、
「
タ
イ
ミ

ン
グ
法
」
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
検
査
で
異
常
を
見
つ
け
出

し
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
治
療
法
を

行
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
時
に
補
助
的
な
技
術

が
必
要
と
な
る
例
も
存
在
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
技
術
は
生
殖
医

療
補
助
技
術
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
体
外
受
精

と
は
、
受
精
か
ら
受
精
卵
（
胚
）

の
発
育
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
人

工
的
に
補
助
す
る
こ
と
で
妊
娠
を

成
立
さ
せ
ま
す
。
採
取
で
き
た
卵

子
を
精
子
と
一
緒
に
培
養
し
て
体

外
で
受
精
さ
せ
、
数
日
後
に
１
個

の
胚
を
子
宮
へ
戻
し
ま
す
。

　
日
本
産
婦
人
科
学
会
の
報
告
に

よ
る
と
、
２
０
０
６
年
ま
で
に
体

外
受
精
で
生
ま
れ
た
日
本
国
内
の

出
生
児
数
は
、
累
計
で
１７
万
４
４

５
６
人
で
す
。
ま
た
２
０
０
６
年

の
体
外
受
精
に
よ
る
出
生
児
数
は

１
万
９
５
８
７
人
で
、
全
出
生
数

に
占
め
る
割
合
は
１
・
８
％
、
５５

人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
１
人
が
体

外
受
精
に
よ
り
出
生
し
た
計
算
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
治
療
は

歴
史
が
浅
く
将
来
的
な
影
響
は
不

明
で
す
。
従
っ
て
不
妊
治
療
に
は

ど
の
よ
う
な
治
療
が
必
要
か
な
ど

専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
あ
り
、

厚
生
労
働
省
も
生
殖
医
療
専
門
医

の
資
格
を
認
め
て
い
ま
す
。

　
一
度
ご
相
談
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

パンフレットに掲載されている自身の
受賞作品「田園風景」を披露する後藤さん

税
申
告
は
お
済
み
で
す
か


